
「ＣＡＮ－ＤＯリスト」形式による学習到達目標 【様式１】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高等学校

【卒業時】

【第３学年】

【第２学年】

【第１学年】

熊本県立　　　　　　　　

①海外からのお客様と英語で接客できるようになる。②日常あるいは社会的な話題について、理由をつけて自分の意見を述べることができる又はディベートできるようになる。

「外国語表現の能力」 「外国語理解の能力」

話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと 聞くこと 読むこと

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

□日常的な話題について，相手との
意見交換等のやり取りを２分間続け
ることができる。（２分間＝ＴＥＡＰか
ケンブリッジ英検参照）

コミュ英Ⅱ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅱ ・ディ
ベート ・グループイ

ンタビュー
熊商デパートでの

自己評価

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，根拠や理由をつけて８０～１
００語で自分の意見を述べることがで
きる。（英検２級参照）

コミュ英Ⅱ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅱ ・ディ
ベート ・グループイ

ンタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，根拠や理由をつけて８０～１
００語程度で自分の意見を書くことが
できる。（英検２級参照）

コミュ英Ⅱ ・
英語表現Ⅱ ：エッ

セイ

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，ある程度の速度で話されて
も，その概要と要点を聞き取ることが
できる。

コミュ英Ⅱ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅱ ・ディ
ベート ・グループイ

ンタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，ある程度の速度で話されて
も，その概要と要点を読み取ることが
できる。

コミュ英Ⅱ ・定期考
査（初見の英文）

□社会的な話題について，即興型
ディベート形式で議論することができ
る。

□熊商デパートで海外からのお客様
に詳細な商品説明したうえで，商品
販売することができる。

□熊商デパートで学んだことを８０～
１００語程度で話すことができる。（英
検２級参照）

□熊商デパートで学んだことを８０～
１００語程度で書くことができる。（英
検２級参照）

□熊商デパートで海外からのお客様
が普通の速度で話しても，聞き取る
ことができる。

□英語を使用するビジネスシーンに
おいて，目的に応じて必要な情報を
素早く読み取ることができる。

話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと 聞くこと 読むこと

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

□日常的な話題について，詳しく話し
て伝え合うやり取りを１分間続けるこ
とができる。

コミュ英Ⅱ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅱ ・ピン
ポンディベート ・グ
ループインタビュー
熊商デパートでの

自己評価

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，根拠や理由を２文程度つけ
て自分の意見を述べることができる。
（英検２級参照）

コミュ英Ⅱ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅱ ・ピン
ポンディベート ・グ
ループインタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，一定の支援を活用すれば，
根拠や理由をつけて８０語程度で自
分の意見を書くことができる。（英検２
級参照）

コミュ英Ⅱ ・
英語表現Ⅱ ：エッ

セイ

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，一定の支援があれば，ある
程度の速度で話されても，その概要
と要点を聞き取ることができる。

コミュ英Ⅱ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅱ ・ピン
ポンディベート ・グ
ループインタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，一定の支援があれば，ある
程度の速度で話されても，その概要
と要点を読み取ることができる。

コミュ英Ⅱ ・定期考
査（初見の英文）

□ある話題に対する相手の意見に
対して，根拠や理由を２文つけて反
駁することができる。（英検２級参照）

□熊商デパートで海外からのお客様
に英語で商品の説明を簡単にするこ
とができる。

□熊商デパートで学んだことを８０語
程度で話すことができる。（英検２級
参照）

□熊商デパートで学んだことを８０語
程度で書くことができる。（英検２級参
照）

□熊商デパートで海外からのお客様
がある程度一定の速さで話せば，聞
き取ることができる。

□英語を使用するビジネスシーンに
おいて，一定の支援があれば，目的
に応じて必要な情報を読み取ること
ができる。

話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと 聞くこと 読むこと

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

□日常的な話題や社会な話題につ
いて，理由等を１文つけて相手に伝
えることができる。

コミュ英Ⅰ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅰ ・グ

ループインタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，根拠や理由を１文程度つけ
て自分の意見を述べることができる。

コミュ英Ⅰ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅰ ・グ

ループインタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて，根拠や理由をつけて５０～６
０語程度で自分の意見を書くことがで
きる。

コミュ英Ⅰ ・
英語表現Ⅰ ：週末

課題作文

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価

□熊商デパートで学んだことを５０～
６０語程度で話すことができる。（英
検準２級参照）

□熊商デパートで学んだことを５０～
６０語程度で書くことができる。（英検
準２級参照）

□熊商デパートで海外からのお客様
がゆっくり話せば，聞き取ることがで
きる。

□海外のメニューや広告等につい
て，目的に応じて必要な情報を素早
く読み取ることができる。

□日常的な話題や社会的な話題に
ついてゆっくり話されれば，その概要
と要点を聞き取ることができる。

コミュ英Ⅰ ・ペアイ
ンタビュー・グルー
プディスカッション
英語表現Ⅰ  ・グ

ループインタビュー

□日常的な話題や社会的な話題に
ついて少し時間をかければ，その概
要と要点を読み取ることができる。

コミュ英Ⅰ ・定期考
査（初見の英文）

□ある話題に対する相手の意見に
対して，根拠や理由を１文つけて反
駁することができる。

□熊商デパートで海外からのお客様
に英語で商品のやり取りをすること
ができる。


